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無鄰庵庭園の三段の滝の石組み修理完了 

～京都市の文化財保護事業に貢献～ 

 

公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金（所在地：京都市右京区、理事長：齋藤成雄 、以下 当基金）は、

京都市域の文化財の保存・活用などのために寄付を行っています。このたび当基金からの寄付金150万円を活用し

て、京都市の2023年度事業として実施された、無鄰庵（むりんあん）庭園の「三段の滝の石組み」の修理が完了し

ましたのでお知らせします。 

 

無鄰庵庭園は施主である明治・大正時代の政治家山縣有朋の別邸で、同氏の指示に基づいて、近代日本庭園の先

駆者とされる庭師 7代目小川治兵衛により作庭された国指定の名勝庭園です。庭園の構成要素の一つである三段の

滝については、滝口に至る流路の石組みから漏水があり、周辺の苔地にも悪影響を及ぼしていました。このまま漏

水し続けると、山縣有朋がこだわったとされる水量にも影響することが懸念されたため、流れ底の貼り替えを中心

とした保存修理が行われました。 

 

当基金は、京都市、京都市景観・まちづくりセンターと文化財保護事業等の実施に関する三者連携協定を2018年

2月に締結しました。この協定に基づき、京都市へ毎年寄付を実施しており、「三段の滝の石組み」の修理には2022

年度に実施した寄付が活用されています。 

 

当基金は、今後も京都の文化財保護や活用に協力していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無鄰庵庭園             三段の滝              修理作業の様子 
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[本件に関するお問い合わせ] 

公益財団法人日新電機グループ社会貢献基金 事務局  E-mail：sczaidan@nissin.co.jp 

 


